
映像／Blender、in3D、Adobe Premiere Pro、GarageBand／2min 10s

この作品に登場する青年は、ヒー
ローの仮面をつけて架空の世界へと
走り出す。決して理想のヒーローにな
れないにも関わらず。
この世界は全てが自分の思い通りに
なるとは限らない。夢想した後にやっ
てくる現実は、理想とは大きな隔たり
がある。しかしやってくる現実は受け
入れなければならない。
この映像作品はCGと実写を組み合
わせて理想と現実を表現している。

ゴー？ゴー！マン

デザインコース
栃木秀斗
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インスタレーションアート／ミクストメディア／サイズ可変

本作品は、米96パーセント、梅干し4
パーセントの素材をもとに、唾液腺か
ら出る分泌液の量に応じた感覚記憶
に訴えかけ、鑑賞者の食の記憶と肉
体の反応のスペクタクルを巻き起こ
すインスタレーション作品です。

96/100

造形芸術コース
八谷彩華
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コンセプチュアルアート、インスタレーション／ミクストメディア／サイズ可変

この作品は、時計としての「現在」を
見る装置ではなく「過去」を見る装置
である。「過去」から「現在」への時間
経過において、社会や文化は変化し
続けるものである。そのような社会の
中で生活してきた人々は、文化に触
れながら生きてきた記憶を持ち続け
ている。その結果、文化が人々の記憶
から忘れられること、ましてやその記
憶を持たない人が現れることを否定
できない。また、その時代を知らない
人々が「過去」に触れるとき、その時
代には無かった新しい解釈が生まれ、
「現在」が「過去」を塗り替えることも
ある。では、書籍や音楽、映像媒体と
いったモノが、電子化・データ化され
つつある現代では、「現在」が「過去」
となったとき、社会や文化の遺物とし
て何が残るだろうか。この作品から、
いずれ「過去」となる「現在」の文化と
は何か考えてみてほしい。そして、この
時計は「過去」「現在」「未来」どの時
間を指し示しているのだろうか。

矛盾時計

デザインコース
中島光優
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メディアアート／Adobe Premiere Pro／6min. 26sec.

本作は、宇宙の遠い彼方にある"惑星
カズィヴ800"が使用する機械生命体
言語「Lohcpr」を説明するプレゼン
テーション映像。"惑星カズィヴ800"
とは、私だけしか知らない地球外生
命体。彼らとのコミュニケーションは、
視覚による光のスペクトラムを駆使し
たもので行われ、地球上の生物、特に
人間の言語とは異なる。この映像で
は、地球外生命体"惑星カズィヴ800"
が使用する特殊言語「Lohcpr」の解
説をする。「Lohcpr」を人間が正しく
認識するには機械の力が必要になり、
人 間 は 機 械 と 融 合 することで 、

「Lohcpr」の認識を可能にする。ここ
には、人間機能拡張の可能性を秘め
ている。なお現在、人間は光の認識を
正しく行えないが「Lohcpr」は、それ
を常識として振る舞う。別の惑星の常
識を目の当たりにすることで、自分の
中にある常識を疑うきっかけになる
ことを期待する。

「Lohcpr」

デザインコース
草村凌河
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インスタレーション／OpenCV、MediaPipe、カメラ、モータ、偏光板、コンピュータ／h1200×w1820×d1820mm

鑑賞者が作品の前に立つことで自身
に自身の身体を制御させること、それ
を客観的に見せることを目的としたイ
ンスタレーション。
私たちは自分自身の身体をコント
ロールしている。しかし、その身体の
制御ができなくなることや、自分自身
の意思ではない身体の反応をするこ
とがある。また、それらの反応などに
よって自身の状態を知ることがある。
身体を制御していると言っても、頭か
らつま先までの向きや角度を考えて
動かしてはいない。

この作品は、カメラを利用して鑑賞者
の手や足、動作を読み取っている。読
み取った情報をモータへ送ることで、
人と作品の動きを連動させている。

身体の向きと角度

デザインコース
阪下和希
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サウンドインスタレーション／サックス／マイコンボード／サーボモーター／DFPlayer／サイズ可変

人は聴覚に残された記憶から失う。
目まぐるしい日々の中では大事な記
憶も少しずつ掻き消される。戻りたく
ても戻れない時間の溝は深まるばか
り。音に耳をすますことで、不可視な
ものに対する知覚が想像力を刺激す
る。騒 し々い世界の中であっても微か
な音から追憶していく。

これは音の記憶を用いたサウンドイ
ンスタレーションである。遺品のサッ
クスを故人の記憶を想起させる装置
として構築した。

こえ

美術・工芸コース
川越梨央
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インタラクティブインスタレーション／Blender、Unity、MocapForAll／サイズ可変

本作品は、投影されたCGの椅子が
鑑賞者の動きと連動して変形する体
験型のインスタレーション作品です。
歪んだ椅子を正しい形にしようとす
るとき、鑑賞者は不自然な姿勢を強
いられます。人間が椅子になり、椅子
が人間になるという双方向的な関係
によって、「コントロールする立場」と
「コントロールされる立場」が入れ替
わる可能性を示しています。

この作品を通して、アバターとは単な
る仮想空間上の分身であり、主体は
常に現実の自分であるという認識を
覆す表現を目指しました。

人間椅子人間

美術・工芸コース
熊井晴明
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インスタレーション／モニター、スピーカー／5min. 40sec.

映像と音を切り離して体験するイン
スタレーション。
通常、アニメーション作品において付
随する音はBGMやSEなど映像に密
接な関係にあるが、本作品ではあえ
てその二つを切り離すことで、鑑賞者
に展開をイメージさせる。
スピーカーからは洗濯機の動作音が、
モニターからは反芻思考をテーマにし
たアニメーションが繰り返されている。

規則的に流れる機械音や水音と、柔
らかく形を変える映像のつながりや
分離が、ぐるぐると巡る作品から生ま
れる齟齬を楽しんでほしい。

Roundly

デザインコース
田向沙衣

028



インスタレーション／楮紙・でんぷん糊／h150×w2870×d4510mm

このインスタレーションは「変化した」
という記憶である。原型は繰り返し型
取られることによって変形していった。
張り子の像としての残っている物はこ
の変形した事実の記憶である。
顔面像のモチーフはかつての私の友
人である。彼とはある時疎遠になった。
大変親しい友人でまるで自分の一部
のようだったため、はじめはひどい喪
失感を感じていた。その喪失感から
制作を始めたのがこの作品である。し
かし時間が経つと彼への執着は無く
なって行った。それと共に作品の持つ
意味も変化した。はじめは「彼の葬
式」という限定的な意味をなしていた
が、次第に「記憶」や「変化」といった
意味に変わっていった。繰り返し同じ
作業を繰り返すことで張り子の技術
も上がった。
私たちの周りにある様々な「変化」を
反映した作品として鑑賞者に映ると
幸いだ。

記憶
張り子を用いたインスタレーション

デザイン工芸コース
飯塚敦

デジタルアート／Live2D、Vtube studio、CLIP STUDIO PAINT／サイズ可変

誰でもバーチャル技術による表現が
可能になった。
バーチャルキャラクターは、読み取っ
た顔の動きや表情の変化をダイレク
トに伝え、アニメーションや漫画と異
なり人間的な動きを見せてくれる。ま
た、操作する人によって異なる動きや
変化があり、同一のキャラクターで
あっても全く別人のように感じる、と
いった生 し々さを含んでいる。
鑑賞者は、顔の動きを反映させた
キャラクターを自由に動かし、作り出
した表情を撮影する。写真や動画は
SNSで共有してもらい、それらを素材
としてアニメーションを制作する。実
際に顔を動かし、他者の動きによって
異なる表情を得たキャラクターたち
を閲覧することで、バーチャルキャラ
クターに感じる人間味や生々しさを
共有する。

Material Girl

デザインコース
秦千里

022

002-085_作品cc2018.indd   22 2022/02/17   15:22:14



アート／鏡の無限反射、生花、鏡／h618×w1536×d1536mm

お花が好きで花屋でアルバイトをし
ていると、先輩店員が満開で綺麗な
状態のお花を廃棄していました。もっ
たいない、悲しいと思い、廃棄の理由
を聞くと「もう売れないから」と。
花屋では、つぼみから時間が少し
たった咲き始めのお花がよく売れま
す。そのため、枯れてはいないけれど
も、咲ききったお花は廃棄されます。
その量、1週間で約100本。私が働く
売り場だけで約100本が廃棄されて
います。多いですよね。
そこで、店頭で正規価格で売れない、
廃棄直前のお花100本を使用して、
作品を作りました。商業的に生産さ
れた全国で年間合計約12億本のお
花が、鑑賞されることなく廃棄されて
います。この社会問題の深刻さに気
づき、ことの大きさを体感していただ
けるようにと、鏡の無限反射を利用し
て空間を作りました。
現状を考えるきっかけになればと
思っています。

鏡の無限反射。
こんなにも綺麗なお花たちが、こんなにも大量に捨てられていいのか。

デザインコース
石田鈴奈

インスタレーション／h1200×w1800

「M-1グランプリ2020」にエントリー
した。目標は一回戦突破、結果は一
回戦敗退。
数年前からお笑いは好きだったが、
初めて演者の側に立ち、相方である
大学の同期とネタ作りやネタ合わせ
を経て舞台に立ち、漫才をした。お笑
いの世界の内側にほんの少し足を踏
み入れたことで、それまで知り得な
かった新たな感覚を体感すると同時
に、自分はお笑いの世界で到底戦え
ないと思い知らされた。大学卒業後
は会社員になる。

イルカショーだと思ったら、馬糞だった。

美術・工芸コース
飯沼友梨
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彫刻(漆)／麻布、卵殻、炭粉、乾漆粉、黒蝶貝、琥珀、金箔／h500×w250×d270mm(他６点、絵画２点)

美術館に出入りできるのは人間だけ
ですが、もしも人間以外の別の生き
物が美術館に来ることができたら？と
いう想像を叶えた作品です。
ペンギンたちが美術館で見ているの
は、自分たちの歴史が描かれた絵画
です。かつて天敵が待ち構える海に
飛び込み、命がけで魚を取っていたこ
とや、人間に飼育されていた時代が
あったことを伝えています。「ここから
安全な場所に引っ越してきて、今の
君たちがいるんだよ。」そんな話をよ
そに、ペンギンたちは他の作品が気に
なるようです。
美術館に行く、作品を見る、何かを伝
える。私たちがしているこの行動が、
私たち人間だけのものじゃなくなる、
そんな時が遥か先の未来、いつか来
るかもしれません。

１年いわし組、美術館に行く

美術・工芸コース
小林愛花

コンセプチュアルアート／書／h1935×w445mm（４点）

「マスク」は元来、冬の季語である。し
かし今日の状況を見れば、もはや季
語としての役割は失い、四季を問わ
ず等しく日常に溶け込んでいる。ここ
では、春夏秋冬それぞれの季語とと
もに、あえて「マスク」という語を取り
入れ俳句を提示する。見かけはよくあ
る掛け軸の風景だが、俳句が持つ
「気づきの力」によって、私たちの日常
に内在する不可逆性や反日常性を浮
かび上がらせる。

【掲出句】
光る風あつめて淡き色マスク
マスク越しバニラアイスはぷかと浮く
銀杏散る枝にマスクは揺れたまま
玉風のあたる漁師のマスク白し

新常態句四幅対

美術・工芸コース
藤澤圭弥
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絵画／キャンバス、アクリル、アクリルガッシュ、Photoshop、ペンタブレット、ヤフオク／h242×w333mm（3点）

ペンタブレットや液晶タブレットの登
場によって、デジタル絵画のクオリ
ティがどんどん高くなり、近年人気を
集めています。
しかし、デジタル絵画は芸術品よりも
商業品としての価値が認められてい
ます。デジタルとアナログの間に一体
どれくらいのギャップがあるのか？手
書きとデジタル制作の絵が実際に並
んでいたらどのように評価がつけられ
るのか？答えを探すために私は以下
の実験を行いました。

・手で描いてキャンバスに印刷
・ペンタブレットとPhotoshopで
描いてキャンバスに印刷する

・キャンバスの上にアクリル、アクリ
ルガッシュで書く

同じ題材で描いた制作手段の異なる
作品をオークションに出します。最後
にどちらが一番高い値段がつくのか
を検証します。

スマイルキノコ
手描き絵画とデジタル絵画の価値の比較

デザイン情報コース
呉正旭
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写真／h347×w423mm

私はファストファッションが嫌いだ。

服は精神に影響を与え、精神は服に
影響を与える。ゆえに服を着ることは
精神をまとうことである。
私は自分の中の怒りを服に託し、
それを纏う。

精神を着る

デザイン情報コース
四日千穂
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サウンドアート／h210×w190×d190

本作品は、厚生労働省が定めた障害
等級の最低ライン、聴覚障害６級をク
リアするための聴覚ドーピング装置
である。
６級をクリアするには､500Hz、
1000Hz、2000Hzで出力された音の
平均聴力レベルが70dB以上必要で
あるが、難聴者といっても聴こえ方が
一人一人異なるため、平均から聴力
として判定する一律の方法では、難
聴者全員が手帳を取得することは難
しい。この装置を使用すると500Hz、
1000Hz、2000Hzの音が聞こえなく
なり、聴覚障害６級をクリアすること
ができる。
非合法な行為ではあるが、社会の制
度と現実の間にあるギャップを伝え
るために本作品を制作した。

通信障害を着る人々

デザイン情報コース
宮崎里歩
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